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『分社したことで、ソフト部門の立場が悪く

なったり弱くなったとか』

「あぁ」といって思い当たる節があるようだ。

「そういえば、分社前は同じ仲間でしたが、分

社後はいわゆるソフト会社に発注しているとい

う姿勢が目立つようになりましたね」

『他のソフト会社に出すのと同じ感じ？』

「はいそうです。“丸投げ”の状態も同じで

す。逆にその後の仕様変更などは、子会社とい

う気安さがあるようで他の外注よりもやりやす

そうでしたし、仕様の決定も以前よりも時間が

かかってしまいます」

『そうなると、この分社は完全に失敗だね』

「私の目にもそのように写ります」

『このような結果になることは、論理的に考え

れば容易に予想できたはずなんだけどね。“う

まく行かないから元に戻す”といっても完全に

分社前の状態に戻るわけではないからね』

「そうですよね。問題の原因と対策が合ってい

ませんよね」

『ミスマッチが起きていることは、あなたにも

わかるだろう？』と言われて、気まずそうな顔

になった。

「いや、実はここでマスターに言われて対策と

原因が合っていないことに気付いたところで、

お恥ずかしいかぎりです。整理がつたというこ

となんでしょうね」

『たとえば、ソフト開発にどれだけ費用がか

かっているのか分からない、というのは分社す

れば分かるようになるというものではないよ

ね』

「はい。それは見積もりと計測の問題です」と

きっぱりした口調で答えた。

『仕事のやり方が曖昧と言うのも、分社で解決

するものではないよね』

「はい。ＰＦＤのようなものもなく、全体のプ

ロセスが曖昧なままで作業をしていたというこ

とと、最初の段階で書く要求仕様の問題です」

と言って唇を噛んだ。

『こうして考えればすぐ分かるのにね。トップ

の人は現場の意見を聞かないだろうか？』

「はい、１０年前の時は、突然“分社”するい

う発表があっただけで、あとはばたばたしてい

る間に分社が進んでいきました」

『そうなると、今回の統合も“突然”なんだろ

うね』

「はいそうです。先日、会社のトップの方から

発表があって、3月中に統合を終える、という

ことです」

『統合する理由は？』

「現状の分社の状態では、納期とコストの要求

に応えられていないということと、意思の伝達

が遅くなっている。これでは分社した意味がな

いから戻す、ということでした」

『言い方はちょっと変わっているか

もしれないが、基本的には分社した

ときの論法と同じだね』

「マスター、今日は私の愚痴を聞いてくれます

か？」カウンターに座るなり、切り出した。

『改まって何ですか？　愚痴ならいつも聞いて

いますよ』

時々くる客だが、今日は“考えることを止め

た”という顔をしている。こういう時は組織に

対する不満が溜まっている時だ。

「実は、うちの会社では９３年にソフトウェア

の部門を独立させて別会社にしたのですが、今

月になって４月から統合すると言い出したんで

すよね」

『最近、その種の話は多いですね。ほとんどが

当初の分社の目的を達成できなかったようです

が、あなたのところでもそうですか？』

「そうです。うちはメーカーですので、当時分

社の目的は本体の固定費の削減とハードとソフ

トの甘えをなくす、ということだったのです」

『おたくもそうですか。そもそも固定費の削減

という目的は変だと思いませんか？』

と質問されて戸惑った様子を見せたが、

「たしかに、単独決算では固定費の削減という

目的は実現するのですが、分社したソフト会社

は完全子会社ですから、連結決算では効果はあ

りませんよね。上の方の人たちの考えているこ

とは良く分からないですからね」

『固定費の削減と言うよりは、むしろソフト

ウェア開発にかかるコストを見えるようにする

という目的があったのではないですか？　ハー

ドとソフトを一体の組織で開発しているのでソ

フトウェアの開発にいくらかかっているのか分

からない、というわけだね』

「そう言われてみれば、当時はそんな話もあり

ましたね」

『もともと、これもちゃんと工数を集

計すれば分かる話だけどね。でも、そ

の目的もうまく行かないはずですよ』

「と言いますと？」

『だって、開発費は“メーカー”として最初か

らグロスで決まっているでしょうから、初期の

見積もりの段階では従来の工数配分でソフト開

発にいくらっという感じで割って、分社したソ

フト会社にはこの範囲でやって欲しい、と言っ

ているでしょう』

「その通りです」

『分社したソフト会社の方は、親会社から仕事

をもらう立場だし、そこのトップの人たちもい

ずれ親会社に戻してもらいたいという思いが強

いでしょうから、その親会社からの要請を受け

入れて現場に実現を迫るでしょう』

「そうですよね。だから最初から親会社である

発注側に頭が上がらないという感じでしたね。

ですから発注側の担当者は普通の外注先と同じ

ような感じで接していたと思います」

『そうだろうね。場合によっては、分社前より

も悪い状態になってしまうケースも起きるので

すが、あなたのところではどうですか？』

「例えばどういうことでしょうか？」
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「はい、その通りです。先程言いましたよう

に、分社によって問題は解決されていませんの

で」

『統合で解決するわけでもないしね』

「それよりもマズイことが起きそうです」

『分社前の状態よりも悪い状態になっていると

いうこと？』

「はいそうです。分社したことで発注側の担当

者はプロジェクトを“丸投げ”するようになっ

てしまいました」

『それって、分社前は“丸投げ”していなかっ

たのかい？』

「いえ、そう言うわけではありませんが、分社

したことで実際にソフトを開発する部隊が全部

外に出てしまったので、発注側に残った人は他

部門との調整だけやって要求仕様もほとんど書

かずに子会社に回すようになりました」

『要求仕様は現実には分社した子会社の方で書

いていたのかな？』

「発注側では、“要望”のようなものを書いて

出しているだけです」

『そうなると、統合後はこの“丸投げ”の役を

やっていた人が浮いてしまわないかい？』

「そうなんです。この人は設計も出来ないし要

求仕様書も自分では書いたことはありません。

実際の作業は統合で戻ってくる子会社の担当者

がやっていますが、この担当者は、逆に営業や

販売部門の人と交渉したことがありません」

『ま、設計の担当者の方は時間の中で慣れてい

くだろうが、“丸投げ”をやっていた人の中に

は救えない人が出てしまうだろうな』

「そうなんですが、他人事ではないのです。彼

等をどう活用するかということを考えるのが私

の役になっているのです」なるほど、これが店

に入ってきた時の顔の原因なんだ！

『組織と言うのは勝手なものだね。私はずっと

組織の外から眺めてきたが、つくづくいい加減

だと思うよ。指示を出すだけなんだもんな』

「それに１０年以上経過していますからね」

『計画書も書けない、要求仕様も書けない、リ

スク管理もできない、見積もりもできない、も

ちろんシステムを設計することも、プログラム

を書くこともできない。この状態で担当できる

役割はあると思うか？』

「テストならできるでしょうか？」

『テストも簡単ではないよ。何か拠り所があれ

ば良いのだが。それに新しい分野だからテスト

の文献を根気よく読んで勉強する必要がある

が、“丸投げ”に慣れた人にできるかな？』

「この人たちは、問い合わせがあってから関係

者に確認したり調整するというスタイルですか

らね。若い人であれば、設計技術を勉強し直す

こともできると思うのですが」

『あとは本人の意志次第だな。自社の製品に熟

知していれば、要求仕様の作成技術を磨くこと

はできると思うが』

「そうですね。今後も部分的には外部のソフト

ウェア企業への発注も残ると思われますので外

注管理のスキルを磨いてもらうとか。本人と話

をしてみるしかないですかね」　　　　◆

仕組みは元に戻せても、過ぎ去った時間の

中で変化した人の状態は、元には戻せない
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の
中
で
同
じ
よ
う
な
知
的
好
奇
心
を
持
っ

て
い
る
こ
と
は
ご
く
普
通
の
こ
と
だ
っ
た

し
、
そ
れ
を
仕
事
の
場
で
ぶ
つ
け
合
う
こ

と
も
当
然
の
こ
と
と
し
て
取
り
組
ん
だ
。

　
そ
の
象
徴
が
技
能
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
あ

る
。
参
加
資
格
が
二
二
歳
以
下
と
い
う
制

約
が
あ
る
た
め
大
学
卒
業
者
は
参
加
で
き

な
い
。
そ
の
中
で
旺
盛
な
知
的
好
奇
心
を

持
っ
た
日
本
の
技
術
者
は
技
能
を
競
っ

た
。
当
時
の
技
能
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
日
本

の
独
壇
場
だ
っ
た
。
参
加
者
数
に
対
し
て

メ
ダ
ル
の
獲
得
率
が
九
〇
％
以
上
に
達
し

た
年
も
あ
っ
た
。
八
〇
年
代
半
ば
ま
で
は

メ
ダ
ル
獲
得
率
は
五
〇
％
を
超
え
て
い
た

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
？
　
・
　
？

　
そ
の
結
果
、
九
〇
年
を
前
に
し
て
経
済

界
の
多
く
の
人
た
ち
に
「
日
本
は
も
う
ア

メ
リ
カ
か
ら
学
ぶ
も
の
は
な
く
な
っ
た
」

と
ま
で
言
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
認
識

に
つ
い
て
は
議
論
の
余
地
は
あ
る
が
、
そ

れ
で
も
戦
後
わ
ず
か
四
〇
年
で
こ
れ
だ
け

急
激
に
経
済
を
復
興
さ
せ
た
背
景
に
は
、

先
に
挙
げ
た
よ
う
な
環
境
の
恵
み
は
あ
っ

た
に
せ
よ
、
多
く
の
日
本
人
が
知
的
好
奇

心
に
溢
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
満
た
す
べ
く

行
動
し
た
こ
と
も
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

　
　
　
　
？
　
・
　
？

　
そ
し
て
今
、
振
り
返
れ
ば
こ
の
時
が
日

本
の
「
頂
点
」
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な

い
。
一
九
八
五
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
、
八
七

年
の
ル
ー
ブ
ル
合
意
に
よ
っ
て
、
一
ド
ル

二
四
〇
円
前
後
だ
っ
た
為
替
レ
ー
ト
が
一

二
〇
円
に
切
り
上
が
り
、
一
気
に
日
本
経

済
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
は
じ
め
た
。
「
円

高
不
況
」
に
始
ま
っ
て
企
業
の
海
外
移
転

と
国
内
の
産
業
空
洞
化
へ
と
展
開
し
た
こ

と
で
雇
用
の
場
が
縮
小
し
、
そ
れ
ま
で
の

「
全
員
雇
用
」
の
経
済
は
こ
こ
で
幕
を
下

ろ
し
た
。
失
業
率
も
九
〇
年
の
二
・
一
％

　
団
塊
の
世
代
が
定
年
を
迎

え
始
め
る
「
二
〇
〇
七
年
問

題
」
を
目
前
に
し
て
、
日
本

の
企
業
、
特
に
製
造
業
は
現

場
の
技
能
の
「
伝
承
」
に
躍

起
に
な
っ
て
い
る
。
テ
レ
ビ

で
も
特
集
番
組
が
組
ま
れ
た

り
し
て
、
そ
の
光
景
が
し
ば

し
ば
報
道
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
中
で
も
「
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
」
で
若
い
人
に
教
え
る

ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
だ
が
、

総
じ
て
、
期
待
し
て
い
る
程

に
伝
承
が
捗
っ
て
い
る
よ
う

に
は
み
え
な
い
。

　
も
と
も
と
「
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
」
で
の
伝

承
は
、
成
功
率
は
必
ず
し
も
高
く
は
な
ら

な
い
。
成
功
の
決
め
手
は
「
技
術
を
取
り

に
行
く
」
と
い
う
行
動
が
で
き
る
か
ど
う

か
に
か
か
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
見

え
る
の
は
、
「
教
え
て
も
ら
う
」
と
い
う

姿
勢
で
あ
る
。
こ
の
姿
勢
の
中
で
は
、
一

〇
〇
の
こ
と
を
教
え
て
も
、
受
け
止
め
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
五
〇
ぐ
ら
い
。
良
く

て
七
〇
ぐ
ら
い
に
し
か
達
し
な
い
。
こ
の

不
足
を
カ
バ
ー
す
る
の
は
「
能
動
」
で
あ

り
「
知
的
好
奇
心
」
で
あ
る
。

　
　
　
　
？
　
・
　
？

　
そ
ん
な
テ
レ
ビ
の
光
景
を
見
な
が
ら
、

い
っ
た
い
日
本
が
戦
後
の
荒
廃
か
ら
ど
の

よ
う
に
し
て
今
日
の
よ
う
な
復
興
を
遂
げ

た
の
か
、
と
考
え
て
み
た
。
あ
の
荒
廃
か

ら
短
期
間
に
立
ち
上
が
る
に
は
、
た
し
か

に
自
助
努
力
だ
け
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
。

朝
鮮
戦
争
特
需
に
よ
っ
て
中
小
企
業
が
一
斉

に
立
ち
上
が
っ
た
し
、
ア
メ
リ
カ
の
市
場
が

日
本
に
解
放
さ
れ
た
こ
と
や
、
為
替
レ
ー
ト

も
な
が
ら
く
「
三
六
〇
円
」
の
時
代
が
続
い

た
こ
と
で
、
輸
出
産
業
が
軌
道
に
乗
っ
た
。

そ
し
て
経
済
の
復
興
を
支
え
る
人
材
の
方

も
、
国
が
荒
廃
し
た
わ
り
に
は
教
育
レ
ベ
ル

は
平
均
的
に
高
く
、
し
か
も
国
全
体
に
行
き

渡
っ
て
い
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。

　
　
　
　
？
　
・
　
？

　
そ
う
し
て
日
本
の
製
品
が
世
界
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
て
、
「
世
界

に
勝
て
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
い
う
夢
が
見

え
て
き
た
。
そ
し
て
「
世
界
に
勝
つ
」
と
い

う
意
識
が
日
本
の
企
業
の
中
に
溢
れ
て
い

た
。
そ
の
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
多
く
の
人

が
目
を
ぎ
ら
つ
か
せ
て
工
夫
し
た
。
彼
等
は

知
的
好
奇
心
の
塊
だ
っ
た
。
家
庭
を
犠
牲
に

し
た
と
い
う
問
題
は
あ
る
に
し
て
も
、
経
済

的
な
豊
さ
を
求
め
る
気
持
ち
以
上
に
、
知
的

好
奇
心
を
満
た
す
た
め
に
寝
食
を
忘
れ
て
工

夫
を
繰
り
返
し
た
。
そ
れ
が
「
製
造
業
大

国
」
の
源
と
な
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
？
　
・
　
？

　
当
時
の
若
者
は
、
経
済
的
な
理
由
や
高
い

競
争
倍
率
な
ど
の
制
約
も
あ
っ
て
、
向
学
心

は
あ
っ
て
も
必
ず
し
も
大
学
に
行
け
る
状
態

で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
若
者
は
「
高

卒
」
と
い
う
状
態
で
製
造
現
場
に
入
り
、
そ

こ
で
自
ら
の
知
的
好
奇
心
を
製
造
技
術
に
爆

発
さ
せ
た
。
世
界
の
企
業
が
で
き
な
い
よ
う

な
こ
と
を
次
々
と
実
現
し
て
み
せ
た
。
職
場

音音

　
ど
の
よ
う
な
家
庭
環
境
に
生
ま
れ
る
か
、

そ
れ
は
子
供
が
選
択
で
き
る
こ
と
で
は
な

い
。
子
供
に
と
っ
て
は
、
た
ま
た
ま
生
ま
れ

た
と
こ
ろ
が
「
そ
こ
」
な
の
で
あ
る
。
「
そ

こ
」
が
経
済
的
に
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
、

か
え
っ
て
人
格
の
線
を
細
く
し
、
動
物
的
堕

落
に
陥
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
必
ず
し
も

子
供
の
せ
い
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
だ
け
に

こ
の
問
題
は
厄
介
で
あ
る
。

　
特
別
に
裕
福
な
状
態
と
は
言
わ
な
く
て

も
、
子
供
の
要
求
が
ほ
と
ん
ど
満
た
さ
れ
る

よ
う
な
家
庭
環
境
と
い
う
の
は
、
「
耐
え

る
」
と
か
「
我
慢
す
る
」
と
い
う
行
為
や
意

識
の
制
御
を
必
要
と
し
な
い
。
親
の
方
も
、

か
つ
て
満
た
さ
れ
な
か
っ
た
世
代
で
あ
る
だ

け
に
、
逆
に
子
供
に
は
そ
の
よ
う
な
「
不
憫

な
思
い
」
を
さ
せ
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち

を
底
に
九
〇
年
代
後
半
に
は
五
％
前
後
に
跳

ね
上
が
っ
た
。
明
ら
か
に
時
代
は
変
わ
っ

た
。

　
　
　
　
？
　
・
　
？

　
二
一
世
紀
に
入
っ
て
、
一
八
歳
人
口
の
減

少
で
大
学
も
「
全
員
入
学
」
の
時
代
に
入
っ

た
。
同
時
に
存
在
価
値
の
な
い
大
学
は
淘
汰

さ
れ
る
時
代
に
入
っ
た
。
学
生
も
、
満
た
さ

れ
過
ぎ
た
環
境
の
中
で
育
っ
た
せ
い
か
、
知

的
好
奇
心
の
芽
が
萎
え
た
人
が
多
い
よ
う
に

み
え
る
。
義
務
教
育
の
感
覚
で
大
学
を
「
通

過
」
す
る
こ
と
に
目
的
を
見
い
出
し
た
り
し

て
い
る
人
も
決
し
て
少
な
く
な
い
。
そ
れ

が
、
「
授
業
に
真
面
目
に
出
席
し
た
の
だ
か

ら
」
と
い
う
こ
と
で
履
修
単
位
を
要
求
す
る

と
い
う
行
動
に
繋
が
る
の
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
？
　
・
　
？

　
強
い
知
的
好
奇
心
に
押
さ
れ
て
行
動
し
て

い
る
わ
け
で
も
な
く
、
教
え
ら
れ
る
こ
と
に

慣
れ
過
ぎ
て
い
る
人
た
ち
に
と
っ
て
は
定
年

前
の
人
に
「
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
」
で
技
術
を
教

え
て
も
ら
う
こ
と
も
「
仕
事
」
と
思
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
後
に
な
っ
て
教

わ
っ
た
は
ず
の
こ
と
で
ミ
ス
が
発
生
し
た

時
、
「
だ
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
教
え
て
く
れ
な

か
っ
た
ん
だ
も
の
」
と
言
い
そ
う
な
気
が
し

て
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

が
強
い
の
と
、
学
校
な
ど
で
周
囲
の
子
供
と

比
べ
て
気
後
れ
さ
せ
た
く
な
い
と
い
う
思
い

も
重
な
っ
て
、
こ
ど
も
の
要
求
を
最
優
先
に

満
た
そ
う
と
す
る
し
、
「
子
供
中
心
」
の
家

庭
を
作
っ
て
し
ま
う
。
こ
う
し
て
少
し
前
に

「
中
流
」
と
言
わ
れ
た
家
庭
の
中
に
は
、
結

果
的
に
子
供
に
と
っ
て
「
裕
福
な
状
態
」
を

作
っ
て
し
ま
っ
た
家
庭
も
少
な
く
な
い
の
で

は
な
い
か
。

　
今
、
こ
の
世
代
が
日
本
経
済
の
中
心
に
な

ろ
う
と
し
て
い
る
。
人
口
が
減
少
す
る
中
で

マ
ン
シ
ョ
ン
業
界
を
支
え
て
い
る
の
も
こ
の

世
代
だ
し
、
Ｉ
Ｔ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世

界
を
背
景
に
時
代
の
寵
児
と
謳
わ
れ
て
い
る

の
も
こ
の
世
代
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
ラ
イ

ブ
ド
ア
世
代
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
不

安
も
拭
い
き
れ
な
い
。

失われた 知的好奇心知的好奇心

「
若
人
が
親
の
お
か
げ
で
経
済
的
に
恵
ま
れ
る
こ
と
は
、

（
中
略
）
人
間
の
尊
い
完
成
に
役
立
つ
も
の
で
は
な
い
。

そ
れ
は
往
々
、
逆
に
人
間
を
動
物
的
堕
落
に
陥
れ
易
い
ば

か
り
で
は
な
く
、
よ
く
よ
く
貧
苦
を
知
ら
ぬ
こ
と
は
人
間

の
深
刻
な
情
意
の
健
闘
力
を
萎
靡
（
い
び
）
さ
せ
、
人
格

の
線
を
細
く
し
、
才
幹
を
ふ
や
け
さ
せ
て
し
ま
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
岡
正
篤
「
い
か
に
生
く
べ
き
か
」
よ
り
）

今月の一言


